
七
　
天
照
太
神
口
決
　
て
ん
し
ょ
う
だ
い
じ
ん
く
け
つ

　
図
書
館
所
蔵
、
貴
重
書
一
一
九
三
号
。
巻
子
本
。
艶
出

し
紺
色
表
紙
。
巻
頭
に
「
天
照
太
神
口
决
」
と
あ
る
。
縦

二
三
・
九
糎
、
横
五
〇
八
・
五
糎
。
十
四
枚
の
継
紙
か
ら

成
り
加
点
本
で
あ
る
。
見
返
し
に
「
稲
生
社
別
當
福
満
山

神
宮
寺
什
物
／
現
住
比
丘
惠
運
／
修
補
之
」
と
あ
り
、
題

簽
鳥
子
に
肉
筆
で
「
天
照
大
神
口
决
」
と
あ
る
。
料
紙
は

楮
紙
。

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
本
書
は
鎌
倉
末
期
成
立
の
両
部
神
道
書
の
一
つ
。
別
名

『
天
照
太
神
両
宮
秘
法
』
と
も
称
し
、
空
海
に
仮
託
さ
れ
た

神
道
書
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
三
宝
院
嫡
々
及
御
室

御
所
」
に
の
み
伝
え
ら
れ
た
天
照
大
神
に
つ
い
て
の
空
海

の
口
決
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
大
神
に
関
す
る
「
大

事
」
の
口
伝
説
を
五
箇
条
に
わ
た
り
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
心
は
、
前
半
の
（
一
）
心
御
柱
、（
二
）
社
殿
、（
三
）

子
良
子
の
「
三
箇
大
事
」
三
条
で
あ
る
。
そ
し
て
（
四
）

差
図
口
決
と
し
て
空
海
仮
託
の
『
理
趣
摩
訶
衍
』
三
巻
の

中
巻
を
引
き
、
（
五
）
末
社
口
決
（
別
社
事
）
で
は
、
弘
法

大
師
入
定
秘
話
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
國
學
院
大
學
図
書

館
本
に
奥
書
は
な
い
が
、
玉
川
大
学
蔵
本
、
天
理
図
書
館
・

保
井
文
庫
蔵
本
等
の
伝
本
に
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）

の
奥
書
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
『
天
照
太
神

口
決
』
は
「
空
海
高
宮
入
定
」
説
を
伝
え
る
最
も
早
い
例

で
あ
り
、
三
宝
院
流
の
道
順
（
？
～
元
亨
元
年
・
一
三
二

一
）
が
神
宮
を
巡
る
秘
説
を
智
円
に
伝
授
し
、
智
円
の
口

述
に
よ
り
覚
乗
（
文
永
十
年
・
一
二
七
三
～
貞
治
二
年
・

一
三
六
三
）
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
る
。
覚
乗

と
は
叡
尊
（
建
仁
元
年
・
一
二
〇
一
～
正
応
三
年
・
一
二

九
〇
）
の
弟
子
で
あ
り
、
伊
勢
神
道
・
両
部
神
道
と
三
輪

流
神
道
を
相
承
し
、
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
上
で
重
要
な

人
物
で
あ
る
。

　
見
返
し
に
記
さ
れ
て
い
る
「
稲
生
社
」
と
は
、
伊
勢
国

奄
芸
郡
稲
生
村
（
現
三
重
県
鈴
鹿
市
稲
生
町
）
に
鎮
座
す

る
「
伊
奈
富
神
社
」
で
あ
る
。
式
内
社
で
あ
り
、
初
見
は

貞
観
七
年
（
八
六
五
）
の
記
事
。
ま
た
「
福
満
山
神
宮
寺
」

は
、
真
言
宗
古
義
派
の
寺
院
で
あ
り
、
天
平
年
間
（
七
二

九
～
七
四
九
）
に
行
基
が
開
い
た
と
伝
え
る
。
伊
奈
富
神

社
の
神
宮
寺
と
し
て
、
僧
侶
は
神
社
の
別
当
を
兼
ね
た
。

（
精
園
佳
子
）

【
所
収
本
】

『
神
道
大
系
　
真
言
神
道
（
下
）
』
神
道
大
系
編
纂
会
、

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

【
参
考
文
献
】

右
所
収
本
の
解
題
（
村
山
修
一
執
筆
）

門
屋
温
・
伊
藤
聡
「
空
高
宮
入
定
説
話
関
係
資
料
に
つ

い
て
│
そ
の
翻
刻
と
紹
介
」
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思

想
』
二
号
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
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